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健 康 情 報

　

Ｌ
Ｄ
Ｌ
は
細
胞
に
取
り
込
ま
れ
て
、
細
胞
に
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
運
び
込
み
ま
す
。
そ
の
入
り
口

に
当
た
る
の
が
、「
Ｌ
Ｄ
Ｌ
受
容
体
」
と
呼
ば
れ
る

タ
ン
パ
ク
で
す
。

　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
肝
臓
以
外
の
臓
器
で
は
分

解
さ
れ
ま
せ
ん
。
余
分
な
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
細

胞
か
ら
「
ア
ポ
Ａ
１
」
と
い
う
タ
ン
パ
ク
に
移
動
し
、

そ
こ
で
脂
肪
酸
を
結
合
し
て
、「
高
比
重
リ
ポ
タ
ン

パ
ク
（
Ｈ
Ｄ
Ｌ
）」
と
い
う
粒
子
に
変
わ
り
ま
す
。

Ｈ
Ｄ
Ｌ
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
も
肝
臓
に
取
り
込
ま

れ
て
、
胆
汁
酸
に
変
換
さ
れ
て
、
体
の
外
に
捨
て

ら
れ
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
総

量
（
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
：
Ｔ
Ｃ
）
は
上
記
の
リ
ポ

タ
ン
パ
ク
に
含
ま
れ
る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
総
和
に

な
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
カ
イ
ロ
ミ
ク
ロ
ン
＋
カ

イ
ロ
ミ
ク
ロ
ン
レ
ム
ナ
ン
ト
＋
Ⅴ
Ｌ
Ｄ
Ｌ
＋
Ｉ
Ｄ
Ｌ

＋
Ｌ
Ｄ
Ｌ
＋
Ｈ
Ｄ
Ｌ
の
和
で
す
。

　

し
か
し
、
健
康
な
人
で
は
カ
イ
ロ
ミ
ク
ロ
ン
と

カ
イ
ロ
ミ
ク
ロ
ン
レ
ム
ナ
ン
ト
は
速
や
か
に
血
液

性
脂
肪
と
一
緒
に
小
腸
で
吸
収
さ
れ
て
、
血
液
を

通
っ
て
肝
臓
に
運
ば
れ
ま
す
。【
図
表
１
】
で
示
し

た
「
カ
イ
ロ
ミ
ク
ロ
ン
」
と
い
う
リ
ポ
タ
ン
パ
ク
粒

子
に
乗
っ
て
分
泌
さ
れ
、
リ
ン
パ
液
に
混
ざ
っ
て

リ
ン
パ
管
に
入
り
ま
す
。
リ
ン
パ
管
は
血
管
と
合

流
し
、
カ
イ
ロ
ミ
ク
ロ
ン
の
中
性
脂
肪
は
血
管
内

で
分
解
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、「
カ
イ
ロ

ミ
ク
ロ
ン
レ
ム
ナ
ン
ト
」
と
呼
ば
れ
る
粒
子
に
な
っ

て
肝
臓
で
取
り
込
ま
れ
ま
す
。

　

ど
の
細
胞
に
も
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
作
る
働
き

が
あ
り
ま
す
が
、
特
に
肝
臓
で
大
量
に
作
ら
れ
て

い
ま
す
。
肝
臓
か
ら
血
液
に
分
泌
さ
れ
る
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
は
、「
超
低
比
重
リ
ポ
タ
ン
パ
ク
（
Ⅴ
Ｌ

Ｄ
Ｌ
）」
と
呼
ば
れ
る
粒
子
に
乗
っ
て
い
ま
す
。
Ⅴ

Ｌ
Ｄ
Ｌ
に
含
ま
れ
る
中
性
脂
肪
が
分
解
さ
れ
る
に

従
い
、粒
子
の
大
き
さ
は
次
第
に
小
さ
く
な
り
、「
中

間
比
重
リ
ポ
タ
ン
パ
ク
（
Ｉ
Ｄ
Ｌ
）」
に
な
り
、
最

後
に
は
「
低
比
重
リ
ポ
タ
ン
パ
ク
（
Ｌ
Ｄ
Ｌ
）」
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
が
「
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
」
と

呼
ば
れ
る
粒
子
で
す
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
は
何
か
？　

ど
ん
な
役
割
が
あ
る
の
か
？

 

　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
動
物
の
体
を
構
成
す
る
た

め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
脂
質
成
分
の
一
つ
で
、
主

に
、
細
胞
の
膜
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
様
々

な
物
質
の
原
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
１
つ
が
、
ス
テ
ロ
イ
ド
と
呼
ば
れ
る
構
造

を
も
つ
ホ
ル
モ
ン
（
ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル
モ
ン
）
で
す
。

ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル
モ
ン
に
は
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン

や
性
ホ
ル
モ
ン
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
肝
臓
で
胆
汁
酸
に
変
換
さ

れ
ま
す
。
胆
汁
酸
は
胆
汁
に
分
泌
さ
れ
、
食
事
に

含
ま
れ
る
脂
肪
の
吸
収
に
大
切
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
細
胞
の
過
剰
な
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
作
っ
た
り
取
り
込
ん
だ
り
す

る
働
き
が
抑
え
ら
れ
、
逆
に
、
少
な
い
と
そ
の
逆

の
反
応
が
起
こ
り
、
細
胞
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
含

量
を
一
定
に
保
つ
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。

　

食
べ
物
に
含
ま
れ
る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、
中

生
活
習
慣
病
を
知
る
・
防
ぐ 

第
４
回

高
脂
血
症
が
身
体
に
影
響
を

及
ぼ
す
仕
組
み
と
予
防
法
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人
で
は
、
実
際
の
値
と
か
け
離
れ
た
値
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
Ｔ
Ｃ
と
Ｈ
Ｄ
Ｌ

－

Ｃ
と
中
性
脂

肪
の
値
か
ら
計
算
式
で
Ｌ
Ｄ
Ｌ

－

Ｃ
を
計
算
す
る

方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
方
法
で
も
中
性
脂
肪

の
値
が
大
き
く
な
る
と
不
正
確
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
Ｔ
Ｃ
か
ら
Ｈ
Ｄ
Ｌ

－

Ｃ

を
引
い
た
ｎ
ｏ
ｎ 

Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
ｎ
ｏ

ｎ 

Ｈ
Ｄ
Ｌ

－

Ｃ
）
が
有
用
で
す
。
Ｈ
Ｄ
Ｌ
以
外
の

リ
ポ
タ
ン
パ
ク
に
あ
る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
い
う
意

味
で
、
Ⅴ
Ｌ
Ｄ
Ｌ
＋
Ｉ
Ｄ
Ｌ
＋
Ｌ
Ｄ
Ｌ
に
含
ま
れ

る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
指
し
ま
す
。

　

動
脈
硬
化
に
な
り
や
す
い
か
ど
う
か
を
予
想
す

る
指
標
と
し
て
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ

－

Ｃ
と
Ｈ
Ｄ
Ｌ

－

Ｃ
が
大

切
で
す
が
、
中
性
脂
肪
が
高
い
人
（
４
０
０
mg
／

dl
以
上
）
で
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ

－

Ｃ
の
代
わ
り
に
ｎ
ｏ
ｎ 

Ｈ
Ｄ
Ｌ

－

Ｃ
の
利
用
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。

中
性
脂
肪
と
は
何
か
？

　
「
中
性
脂
肪
」
と
は
グ
リ
セ
ロ
ー
ル
に
脂
肪
酸
が

３
個
結
合
し
た
物
質
で
す
。
脂
肪
酸
は
分
解
さ
れ

る
過
程
で
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
放
出
し
ま
す
。

　

ま
た
、
中
性
脂
肪
は
体
内
で
は
主
に
脂
肪
組
織

の
中
の
脂
肪
細
胞
の
脂
肪
滴
に
蓄
え
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
貯
蔵
形
態
で
あ
る
グ
リ

コ
ー
ゲ
ン
と
異
な
り
、
水
を
含
ま
な
く
て
も
よ
い

の
で
、
小
さ
い
体
積
・
重
量
に
効
率
よ
く
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
蓄
え
る
こ
と
が
で
き
る
形
態
で
す
。

　

カ
イ
ロ
ミ
ク
ロ
ン
と
Ⅴ
Ｌ
Ｄ
Ｌ
に
は
、
大
量
の

中
性
脂
肪
が
含
ま
れ
ま
す
。
油
は
水
よ
り
も
軽
く
、

そ
の
た
め
、
カ
イ
ロ
ミ
ク
ロ
ン
と
Ⅴ
Ｌ
Ｄ
Ｌ
も
他
の

【図表１】リポタンパクの種類と代謝

比重            重い                                   　　　軽い 
タンパク比率            高い                                   　　　低い

コレステロール比率            高い                                   　　　低い
リン脂質比率            高い                   　　　　　          低い
中性脂肪比率            低い                                 　　     高い 

・リポタンパクは小さい順に、原始ＨＤＬ、ＨＤＬ、ＬＤＬ、ＩＤＬ、ⅤＬＤＬ、カイロミクロンレムナント、
カイロミクロンとなる。

・カイロミクロンは小腸上皮細胞から、ⅤＬＤＬは肝細胞から分泌される。

・どちらのリポタンパクも、毛細血管でリポタンパクロパーゼと呼ばれる酵素の働きによって、中性脂肪
が脂肪酸とグリセロールに分解される。

・カイロミクロンはカイロミクロンレムナントに、ⅤＬＤＬはＩＤＬを経てＬＤＬに変化する。

・カイロミクロンレムナントはアポＥ、ＬＤＬはアポＢ－１００によって、主に肝臓に取り込まれる。この
過程で生成された脂肪酸は心臓や骨格筋ではエネルギーとして利用され、脂肪組織では再び中性脂肪
に再合成されて貯蔵され、必要に応じて、再び脂肪酸として血液中に放出される。

・末梢組織のコレステロールはアポＡ１とリン脂質からなる原始ＨＤＬに受け渡され、コレステロールは
脂肪酸をエステル結合して、コレステロールエステルは内部に移行し、ＨＤＬが形成される。

・ＨＤＬのコレステロールエステルはＬＤＬの中性脂肪と交換され、ＬＤＬとして肝臓に取り込まれる。

中
か
ら
消
失
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
実
際
に
は

Ⅴ
Ｌ
Ｄ
Ｌ
＋
Ｉ
Ｄ
Ｌ
＋
Ｌ
Ｄ
Ｌ
＋
Ｈ
Ｄ
Ｌ
の
和
と
な

り
ま
す
。

　

Ｔ
Ｃ
と
Ｈ
Ｄ
Ｌ
に
含
ま
れ
る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

（
Ｈ
Ｄ
Ｌ

－

Ｃ
）
は
比
較
的
簡
単
に
測
定
で
き
ま
す
。

Ｌ
Ｄ
Ｌ
に
含
ま
れ
る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
Ｌ
Ｄ
Ｌ

－

Ｃ
）
も
比
較
的
簡
単
に
測
定
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
直
接
法
と
呼
ば
れ
る
こ
の
簡
便
な
方

法
に
は
欠
点
も
あ
り
ま
す
。
極
端
な
脂
質
の
値
の
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は
「
プ
ラ
ー
ク
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　

プ
ラ
ー
ク
が
大
き
く
な
る
だ
け
な
ら
、
徐
々
に

動
脈
の
内
側
が
細
く
な
る
だ
け
で
す
。
例
え
ば
、

心
臓
の
冠
動
脈
に
こ
の
よ
う
な
病
変
が
で
き
れ
ば

労
作
性
狭
心
症
、
足
の
動
脈
に
で
き
れ
ば
閉
塞
性

動
脈
硬
化
に
な
り
ま
す
。

　

厄
介
な
の
は
、
プ
ラ
ー
ク
の
表
面
を
覆
っ
て
い

る
血
管
内
皮
細
胞
と
血
管
平
滑
筋
が
突
然
破
け
る

こ
と
で
す
。
こ
の
時
、
粥
状
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

と
血
液
が
直
接
接
触
し
、
突
然
血
液
が
固
ま
っ
て
、

血
栓
と
い
う
構
造
物
に
な
り
、
冠
動
脈
程
度
の
太

さ
の
動
脈
を
塞
い
で
し
ま
い
ま
す
。
す
る
と
、
そ

の
下
流
へ
血
液
が
流
れ
な
く
な
り
、
酸
素
と
栄
養

不
足
に
陥
っ
て
細
胞
が
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
心

筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
と
呼
ば
れ
る
現
象
で
す
。
な
お
、

プ
ラ
ー
ク
の
破
れ
や
す
さ
に
は
差
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。

脂
質
異
常
症
（
高
脂
血
症
）
と
は

ど
う
い
う
状
態
な
の
か
？

　

リ
ポ
タ
ン
パ
ク
の
量
が
一
定
の
基
準
を
超
え
て

増
え
た
り
減
っ
た
り
す
る
の
を
脂
質
異
常
症
と
呼

び
ま
す
。【
図
表
３
】
に
示
す
よ
う
な
診
断
基
準
が

あ
り
ま
す
。

　

リ
ポ
タ
ン
パ
ク
の
代
謝
は
、
生
ま
れ
つ
き
に
規
定

さ
れ
る
部
分
と
生
ま
れ
た
後
に
規
定
さ
れ
る
部
分

と
が
あ
り
ま
す
。
生
ま
れ
つ
き
が
原
因
の
脂
質
異
常

症
を
「
原
発
性
（
遺
伝
性
）
脂
質
異
常
症
」
と
呼
び
、

生
ま
れ
た
後
の
病
気
な
ど
が
原
因
の
脂
質
異
常
症

を「
続
発
性（
二
次
性
）脂
質
異
常
症
」と
呼
び
ま
す
。

　

続
発
性
脂
質
異
常
症
の
原
因
と
し
て
よ
く
見
ら

リ
ポ
タ
ン
パ
ク
よ
り
も
大
き
く
て
軽
い
と
い
う
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
カ
イ
ロ
ミ
ク
ロ
ン
と
Ⅴ
Ｌ
Ｄ
Ｌ

は
中
性
脂
肪
を
失
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
カ
イ
ロ
ミ
ク

ロ
ン
レ
ム
ナ
ン
ト
と
Ｉ
Ｄ
Ｌ
と
Ｌ
Ｄ
Ｌ
に
変
化
し
ま

す
。
し
か
も
、
カ
イ
ロ
ミ
ク
ロ
ン
は
急
速
に
血
液

中
か
ら
消
失
し
ま
す
の
で
、
血
液
中
の
中
性
脂
肪

の
大
半
は
Ⅴ
Ｌ
Ｄ
Ｌ
と
Ｉ
Ｄ
Ｌ
と
に
含
ま
れ
る
中

性
脂
肪
を
見
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

高
脂
血
症
が
身
体
に
影
響
を

及
ぼ
す
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て

　

高
脂
血
症
が
関
係
す
る
病
気
の
中
で
最
も
大
切

な
の
は
動
脈
硬
化
で
す
。
３
種
類
あ
る
動
脈
硬
化

の
中
で
粥
じ
ゅ
く
じ
ょ
う

状
（
ア
テ
ロ
ー
ム
）
動
脈
硬
化
に
陥
っ

た
動
脈
壁
に
は
黄
色
い
お
粥
の
よ
う
な
も
の
が
溜

ま
っ
て
い
て
、こ
れ
の
正
体
は
脂
質（
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
）
溜
ま
り
で
す
【
図
表
２
】。

　

Ｌ
Ｄ
Ｌ
な
ど
の
リ
ポ
タ
ン
パ
ク
が
、
血
液
か
ら

動
脈
壁
に
入
り
こ
ん
で
溜
ま
っ
た
結
果
、
粥
状
動

脈
硬
化
と
な
り
ま
す
。
単
純
に
溜
ま
る
の
で
は
な

く
、
動
脈
の
壁
に
沈
着
し
た
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

掃
除
し
よ
う
と
し
て
、「
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
」
と
呼

ば
れ
る
免
疫
細
胞
が
集
ま
っ
て
く
る
の
で
す
が
、

う
ま
く
掃
除
で
き
な
い
ま
ま
、
そ
こ
で
細
胞
が
死

ん
で
し
ま
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て
、
粥
状
の
構
造

が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

粥
状
動
脈
硬
化
は
動
脈
に
一
様
に
で
き
る
の
で

は
な
く
、
分
岐
部
な
ど
に
で
き
や
す
い
性
質
が
あ

り
ま
す
。
動
脈
の
内
側
か
ら
み
る
と
、
島
状
ま
た

は
線
状
に
ぽ
つ
ぽ
つ
と
で
き
て
、
や
が
て
融
合
し

て
大
き
な
病
変
に
な
り
ま
す
。
こ
の
一
塊
の
病
変

【図表２】粥
じゅくじょう

状動脈硬化の形成とプラークの破綻

動脈の壁に沈着したＬＤＬはマクロファージとＨＤＬによって掃除される。この均衡が破れると、コレステロールを多量に細胞
内に溜め込んだ泡沫細胞とも呼ばれるマクロファージが死んでしまう。すると細胞内のコレステロールは動脈の壁の中に溜まり、
プラークが形成される。脂質（コレステロール）溜まりを覆っていた皮膜が破れると、脂質と血液が直接接触する。血液に脂質
やコラーゲンが晒されると血小板が凝集し、血栓が形成される。これが一定以上の大きさに達すると、動脈の血流を阻止して、
その末梢は虚血に陥り、心臓の冠動脈であれば心筋梗塞、脳であれば脳梗塞を発症する。

健全な動脈 安定なプラークが形成された動脈

脂質（コレステロール）溜まり 血液凝結塊（血栓）

破綻したプラークに形成された
血栓によって閉塞されかけた動脈

皮膜

皮膜の亀裂
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喫
煙
・
高
血
圧
・
糖
尿
病
・
肥
満
な
ど
も
関
係
し

て
い
ま
す
。
冠
動
脈
疾
患
は
、喫
煙
・
脂
質
異
常
症
、

脳
卒
中
の
原
因
の
１
つ
ア
テ
ロ
ー
ム
血
栓
性
脳
梗

塞
は
高
血
圧
・
糖
尿
病
・
脂
質
異
常
症
、
脳
出
血

は
高
血
圧
の
関
与
が
大
き
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
脂
血
症
を
予
防
す
る
に
は
？

　

続
発
性
脂
質
異
常
症
で
は
原
因
と
な
る
疾
患

の
治
療
が
第
一
で
す
。
一
般
的
に
は
、
食
事
療
法

が
高
脂
血
症
の
管
理
に
は
大
切
で
す
。
脂
質
異
常

症
治
療
の
目
標
は
す
な
わ
ち
動
脈
硬
化
の
予
防
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の
で
、
動
脈
硬
化
の
他

の
危
険
因
子
で
あ
る
喫
煙
・
高
血
圧
・
糖
尿
病
・

肥
満
の
管
理
や
心
筋
梗
塞
の
予
防
効
果
の
あ
る
運

動
も
同
時
に
行
わ
な
い
と
不
十
分
で
す
。

　

禁
煙
・
血
圧
管
理
・
血
糖
管
理
・
体
重
管
理
・

運
動
習
慣
が
達
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
、

脂
質
異
常
症
に
特
異
的
な
注
意
事
項
を
述
べ
て
み

ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
次
頁
の
【
図
表
４
】【
図
表
５
】

を
参
照
く
だ
さ
い
。

　

肥
満
は
、
高
脂
血
症
の
み
な
ら
ず
糖
尿
病
や
高

血
圧
の
悪
化
も
招
く
た
め
、
適
正
な
カ
ロ
リ
ー
摂

取
に
よ
る
肥
満
の
是
正
は
大
切
で
す
。

　

Ｌ
Ｄ
Ｌ

－

Ｃ
は
、
動
物
性
脂
肪
に
多
く
含
ま
れ

る
飽
和
脂
肪
酸
、
ク
ッ
キ
ー
や
お
菓
子
に
多
く
含

ま
れ
る
ト
ラ
ン
ス
脂
肪
酸
、
鶏
卵
の
卵
黄
等
に
多

く
含
ま
れ
る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
過
剰
に
摂
取
す

る
と
増
加
し
、
逆
に
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
吸
収

を
抑
え
る
食
物
繊
維
の
摂
取
で
減
少
し
ま
す
。

　

中
性
脂
肪
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
砂
糖
や
果
糖
な

総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
Ｔ
Ｃ
）
と
中
性
脂
肪
が
極

端
に
増
加
し
ま
す
。

　

家
族
性
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
は
Ｔ
Ｃ
が

１
０
０
０
mg
／
dl
程
度
ま
で
増
加
す
る
「
ホ
モ
接

合
体
」
と
、
３
０
０
～
４
０
０
mg
／
dl
に
と
ど
ま

る「
ヘ
テ
ロ
接
合
体
」の
２
つ
の
病
型
が
あ
り
ま
す
。

大
部
分
は
Ｌ
Ｄ
Ｌ
受
容
体
の
生
ま
れ
つ
き
の
異
常

が
原
因
で
す
。
ヘ
テ
ロ
接
合
体
は
一
般
人
口
２
０
０

～
３
０
０
人
に
１
人
の
高
い
頻
度
で
す
。
両
親
の

ど
ち
ら
か
、
ま
た
は
兄
弟
に
Ｔ
Ｃ
ま
た
は
Ｌ
Ｄ
Ｌ

－

Ｃ
が
高
い
方
、
あ
る
い
は
若
く
し
て
冠
動
脈
疾
患

を
発
症
し
た
方
が
い
れ
ば
、
こ
の
病
気
で
あ
る
可

能
性
が
高
く
、
積
極
的
に
治
療
し
な
い
と
冠
動
脈

疾
患
を
発
症
す
る
確
率
が
非
常
に
高
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
、
診
断
さ
れ
ず
に
見
逃
さ
れ

て
い
る
場
合
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。
原
発
性

高
カ
イ
ロ
ミ
ク
ロ
ン
血
症
は
、
急
性
膵
炎
を
発
症

し
や
す
い
の
が
問
題
で
す
。

脂
質
異
常
症
に
よ
り

引
き
起
こ
さ
れ
る
病
気

　

脂
質
異
常
症
の
合
併
症
と
し
て
気
を
付
け
な
け

ば
な
ら
な
い
の
は
、
粥
状
動
脈
硬
化
で
す
。
粥
状

動
脈
硬
化
は
ど
こ
の
動
脈
に
も
起
こ
り
え
ま
す
が
、

特
に
太
さ
が
中
程
度
以
上
の
動
脈
に
起
こ
り
や
す

く
、
脂
質
異
常
症
と
最
も
密
接
に
関
係
す
る
の
は

冠
動
脈
で
す
。
狭
心
症
と
心
筋
梗
塞
に
つ
い
て
は

先
述
の
通
り
で
す
。
下
肢
の
動
脈
な
ど
の
末
梢
動

脈
や
脳
動
脈
の
動
脈
硬
化
の
一
部
に
も
関
係
し
ま

す
。
大
動
脈
瘤
と
の
関
係
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

粥
状
動
脈
硬
化
に
は
、
脂
質
異
常
症
以
外
に
、

れ
る
の
は
、
薬
剤
・
腎
臓
の
病
気
、
ホ
ル
モ
ン
の

病
気
、
肝
臓
の
病
気
な
ど
で
す
。
原
発
性
脂
質
異

常
症
の
原
因
と
し
て
重
要
な
の
は
、
家
族
性
高
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
（
Ｆ
Ｈ
）、
原
発
性
高
カ
イ
ロ

ミ
ク
ロ
ン
血
症
、
Ⅲ
型
高
脂
血
症
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
家
族
性
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
で
は
Ｌ
Ｄ

Ｌ

－

Ｃ
（
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）
が
極
端
に
増

加
し
、
原
発
性
高
カ
イ
ロ
ミ
ク
ロ
ン
血
症
で
は
中

性
脂
肪
が
極
端
に
増
加
し
、
Ⅲ
型
高
脂
血
症
で
は

【図表３】脂質異常症診断基準（空腹時採血）＊

LDLコレステロール
140 mg/dl 以上 高 LDLコレステロール血症

120～139mg/dl 境界域高 LDLコレステロール血症＊＊

HDLコレステロール 40 mg/dl 未満 低 HDLコレステロール血症

トリグリセライド 150 mg/dl 以上 高トリグリセライド血症

non-HDLコレステロール
170 mg/dl 以上 高 non-HDLコレステロール血症

150～169mg/dl 境界域高non-HDLコレステロール血症＊＊

出典：『動脈硬化性疾患予防ガイドライン 2017 年度版』 （日本動脈硬化学会）

＊10 時間以上の絶食を「空腹時」とする。ただし水やお茶などカロリーのない水分の摂取は可とする。
＊＊　スクリーニングで境界域高 LDL-C 血症、境界域高 non-HDL-C 血症を示した場合は、高リスク病態がな

いか検討し、治療の必要性を考慮する。
●　LDL-C は Friedewald 式（TC － HDL-C － TG/5）または直接法で求める。
●　TG が 400mg/dL 以上や食後採血の場合は non-HDL-C（TC － HDL-C）か LDL-C 直接法を使用する。

ただしスクリーニング時に高 TG 血症を伴わない場合は LDL-C との差が +30mg/dL より小さくなる可能
性を念頭においてリスクを評価する。
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や
肥
満
・
糖
尿
病
と
ス
ト
レ
ス
と
の
因
果
関
係
は

否
定
で
き
な
い
の
で
、
ス
ト
レ
ス
は
避
け
る
に
越

し
た
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

薬
に
つ
い
て
こ
こ
で
は
詳
し
く
述
べ
ま
せ
ん
が
、

薬
物
療
法
の
目
的
は
、
脂
質
異
常
症
を
正
常
に
す

る
こ
と
で
は
な
く
、
合
併
症
（
冠
動
脈
疾
患
・
急

性
膵
炎
）
発
症
の
予
防
に
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、

冠
動
脈
疾
患
を
将
来
発
症
す
る
確
率
が
高
い
方
は
、

ス
タ
チ
ン
な
ど
の
薬
物
を
使
っ
て
積
極
的
に
Ｌ
Ｄ
Ｌ

－

Ｃ
や
中
性
脂
肪
を
低
下
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
冠
動
脈
疾
患
の
既
往
、
糖
尿
病
、
慢
性
腎
臓

病
、
脳
梗
塞
、
末
梢
動
脈
疾
患
が
あ
れ
ば
、
要
注

意
で
す
。
発
症
確
率
を
予
想
す
る
方
法
（「
こ
れ
り

す
く
ん
」
で
検
索
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、
自
分
の

リ
ス
ク
を
確
認
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

低
脂
血
症
の
注
意
点
は
？

　

リ
ポ
タ
ン
パ
ク
の
量
が
一
定
以
上
に
低
い
場
合

を
「
低
脂
血
症
」
と
呼
び
ま
す
。
低
脂
血
症
は
、

Ｈ
Ｄ
Ｌ
が
低
下
す
る
場
合
と
、
ｎ
ｏ
ｎ
‐
Ｈ
Ｄ
Ｌ

－

Ｃ
が
低
下
す
る
場
合
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
Ｈ
Ｄ
Ｌ

－

Ｃ
は
喫
煙
・
肥
満
・
２
型
糖
尿
病
・
運
動
不
足

な
ど
で
低
下
し
、ｎ
ｏ
ｎ
‐
Ｈ
Ｄ
Ｌ

－

Ｃ
は
肝
硬
変
・

甲
状
腺
機
能
亢
こ
う
し
ん
し
ょ
う

進
症
な
ど
で
低
下
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
原
因
が
見
当
た
ら
な
い
の
に
極
端
な

低
脂
血
症
が
あ
る
場
合
に
は
、
原
発
性
の
原
因
が
疑

わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
原
発
性
無
β
リ
ポ
蛋
白
血
症

で
は
、
脂
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
を
多
量
に
補
充
し
な
い
と
、

運
動
麻
痺
な
ど
の
不
可
逆
性
の
病
気
が
進
行
し
て
し

ま
う
の
で
、
早
期
の
診
断
と
治
療
が
大
切
で
す
。

さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
人
の
伝
統
的
な
食
事
も
食

塩
の
過
剰
摂
取
に
配
慮
す
れ
ば
、
地
中
海
食
と
同

等
の
冠
動
脈
疾
患
予
防
効
果
が
期
待
で
き
る
可
能

性
が
あ
り
、
日
本
食
パ
タ
ー
ン
と
し
て
推
奨
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
に
よ
り
ド
カ
食
い
や
飲
酒
に
走
る
の

で
な
け
れ
ば
、
ス
ト
レ
ス
自
体
は
脂
質
異
常
症
に

大
き
な
影
響
は
な
い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
や
す
い
、
い
わ
ゆ
る
Ａ
型

性
格
は
冠
動
脈
疾
患
を
発
症
し
や
す
く
、
高
血
圧

ど
の
単
純
糖
質
の
摂
取
で
増
加
し
、
青
背
の
魚
に

多
く
含
ま
れ
る
ｎ
‐
３
系
多
価
不
飽
和
脂
肪
酸
の

摂
取
で
減
少
し
ま
す
。

　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
摂
取
基
準
が
見
直
さ
れ
、

健
常
者
で
あ
れ
ば
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
摂
取
の
制
限

は
不
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

脂
質
異
常
症
が
あ
れ
ば
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
摂
取

は
制
限
す
べ
き
で
す
。

　

脂
質
異
常
症
へ
の
食
事
の
種
類
と
し
て
、
例
え

ば
地
中
海
食
に
は
冠
動
脈
疾
患
予
防
効
果
が
証
明

● 禁煙し、受動喫煙を回避する
● 過食と身体活動不足に注意し、適正な体重を維持する
● 肉の脂身、動物脂、鶏卵、果糖を含む加工食品の大量摂取を控える
● 魚、緑黄色野菜を含めた野菜、海藻、大豆製品、未精製穀類の摂取量を

増やす
● 糖質含有量の少ない果物を適度に摂取する
● アルコールの過剰摂取を控える
● 中等度以上の有酸素運動を、毎日合計 30 分以上を目標に実施する

【図表４】動脈硬化性疾患予防のための生活習慣の改善

【図表５】動脈硬化性疾患予防のための食事指導

● 総エネルギー摂取量（kcal / 日）は、一般に
   標準体重（kg、（身長 ｍ）2× 22）×身体活動量（軽い労作で 25 ～ 30、

普通の労作で 30 ～ 35、重い労作で 35 ～）　とする
● 脂質エネルギー比率を 20 ～ 25 ％、
　飽和脂肪酸エネルギー比率を 4.5 ％以上 7 ％ 未満、
　コレステロール摂取量を 200 mg / 日未満に抑える
● n-3 系多価不飽和脂肪酸の摂取を増やす
● 工業由来のトランス脂肪酸の摂取を控える
● 炭水化物エネルギー比を 50 ～ 60 ％とし、食物繊維の摂取を増やす
● 食塩の摂取は 6 g / 日未満を目標にする
● アルコールの摂取を 25 g / 日以下に抑える

出典：『動脈硬化性疾患予防ガイドライン 2017 年度版』 （日本動脈硬化学会）

出典：『動脈硬化性疾患予防ガイドライン 2017 年度版』 （日本動脈硬化学会）
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